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〔研究目的〕

 本研究の目的は, 次の三点である。
I. 教育舞踊の運動技能的表現要素を個別的に比較

 検討し, 用語概念の妥当性を吟味し, 構造化し, 

 その精選的要素を記号化すること。
II. 我国の現制度下での教育舞踊の目標 ・内容を運

 動技能的発展と学習者の年令的発達段階との観点

 を中心として検討し, 系統化し, 実践可能な範囲

 で記号化すること。

III.現制度下で実践可能な運動主題記譜法記号を中

 心とした具体的応用例を見出だすこと。

 本論では, 以上の三点のうち, 主として第II目的
について検討 した。

〔研究方法〕

○文献資料による比較検討-19著 書10資料

 (詳細は学会資料 <No. 1・2> を参照。う

〔結果と考察〕

I. 第I目 的について

 この中心的課題は,「舞踊の運動技能的表現要素の

構造化と記号化」「その構造内での精選的要素の抽出

と記号化」「エフォートの用語比較」などである。以

下, 各課題の特徴的事項を述べる。
1.「 舞踊の運動技能的表現要素の構造化と記号化」

 本論では,「舞踊創造の構造(運動的全体構造と分
脈)」 として試案を作成した。<図1省 略>

2.「本案の構造化内での精選的要素の抽出と記号化」

(1) 本論では, 「舞踊運動の効果的表現の要因とそ
の記号化」として試案を作成した (学会資料 <図表

I>を 参照)。

(2)こ れは,「表現運動の要素の実証的精選化」を

意図して, 4舞 踊作品と6舞 踊運動 とのVTRテ ー

プによる観照を計454名 の中学 ・高校 ・大学生を対

象に行わせ, そのアンケー ト調査による反応結果を
コンピュータ処理により有意差検定を中心に抽出し

たところの小論資料, 即ち, 主に対比的な12組の効

果的表現運動の要因項目に対して記号化を行ったも

のである。

M, W記 号(運 動主題記譜法記号)で は, 均衡概念

の非相構 ・相構 と空間移動に関わる空間的向きの

2項 目を除き総て記号化し得る。ただし, 本案では

より簡易化の観点から, その他の2項 目についても

LAB.記 号(完 全記譜法記号)を 援用した。

3.「 エフォー トの用語比較」に関しては, 紙面の都

合上省略(学 会資料No.4を 参照)。

II. 第II目的について

この中心的課題は,「我国の現制度下での教育舞踊

の学習内容に対して年令 ・技能的対応を伴った系統

化とその記号化」であり, その前提として 「現在の

指導要領関係書の系統的要約と, その比較資料とし

て有意な他国の実践システムとの照合」と更に第1

目的で得た有意の知見を導入しての検討が必要であ

る。前者に関しては松永敬子 「主要資料の学習内容

の比較 と検討結果」(学会資料No. 5・6の左欄を参照)

を援用し, 本文 <図表II・III> の如き試案を作成した。

以下省略。

 以上, 本論は, 舞蹄め運動技能的表現要素の構造
化, 教育舞踊の学習内容の系統化・精選化 とM.W記

号を中心とした記号適応度の把握や記号的簡易化な

どについて, 小学校, 中学校での教育舞踊活動の範

囲で検討し, 試案を作成した。

 今後, これらの方法論的妥当性や各課題・題材・要

因など設定項目の妥当性について衆知を集めて再検

討し, 実証的な成果を加味し, 改良累積していく必

要がある。

図表1.「 動 きの 効果 的表 現の 要因 とその記 号化 」(例)一 堀野 (1975, '76)

〔4作 品, 6動 きの調査例 〕

N=454名(2, 296例)

大2女132名

高2女236名

中2女 86名

P<0.02

0.05

〔註〕 ※印はLAB. (完 全譜記号)
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図 表II.「 教 育舞 踊の 学 習内容の 系統 化 ・記号 化」(そ の1)

-小学校 低 ・中学年-
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図表III.「 教育 舞 踊の 学 習内容 の系 統化 ・記号化 」(そ の2)

-小学 校高 学年 ・中学 校-
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